
社会実装の姿

ターゲットユーザー
・FRP構造部材
・Auto mobile

ユーザーベネフィット
・材料の薄肉化、軽量化
・コスト低減

差別化のポイント
・母材の結晶性を低下すること
なく、界面接着性を向上する。

・導電性を維持できる。

フェーズⅡの成果

大学での成果 企業での成果

進捗状況 原理・検証 技術開発 実証・事業化前

（開発ステージ） ○

フェーズⅢ以降の取組

金沢工業大学 附木貴行

繊維強化プラスチックの界面接着性の改善

• 成形条件（混練）の確立
• 添加量の調整
• 界面接着性の評価
• 各官能基の接着効果の確認

• 相溶化剤の合成の簡略化
• 様々な官能基の変換による接着性への効果
• コスト軽減

株式会社三栄興業の取り組み

新規相溶化剤であるiPP-PAAは、商品化され、少しずつ企業で使用。

更に改良を加え、機能性を付与。

2-a-1 高機能性材料
2-a-5 界面に関する技術開発

－新規相溶化剤のiPP-PAAの開発－


